
 既報の通り、中川市長の６月議会での不適切発言に関し、自らの

給与削減を提案する臨時議会が、１９日に招集されます。 

 これに対して議会では、各会派とも｢給与削減で責任を取ることに

なるのか｣｢辞職すべきではないか｣という立場で質疑を行います。 

 中川市長のこの間の一連の発言は、単なる失言にとどまりませ

ん。第一に、学歴や、受験学力の偏差値など受験業者の主張する一

面的な基準で人を判断したり、全体像を見ることなく一部だけを見

ての自分勝手な価値観で街を評価したりするという、まことに偏っ

た、またゆがんだものの見方から抜け出せていないという問題があ

ります。これは、少なくとも公人たる市長としての資質に欠けると

考えざるを得ません。 

 第二に、発言に関係する相手方の人権や人間的価値を認識できて

いないという問題もあります。人間が人間として社会生活を営む上

で最低限必要なことは、相手方をしっかりと認めること、人権を尊

重することですが、それができていないのではないかと考えざるを

得ません。 

 第三に、思ったこと、感じたことを深く考えることなくそのまま

言葉に出してしまうという問題もあります。通常、責任ある立場で

発言する際には、その発言の影響力を考え、慎重な発言が求められ

ます。しかし、一連の発言を見ると、思いつきでそのまま言葉にし

てしまうことも少なくないなど、稚拙な振る舞いが目立ちます。 

 このように、これまでの一連の発言を考えると、今後も市長とし

ての職務を続けることは、市民にとって大きな損失になると判断せ

ざるを得ません。 

 19日の臨時議会では、それらを考え合わせながら、中川市長

に対する｢辞職勧告決議案｣を、他会派と共同で提案する予定で

す。 

 この決議案が可決されても法的拘束力はありませんが、仮に給

与削減案が否決され、辞職勧告決議案が可決された場合、市長自

身がどのような態度を示すかが注目されます。 
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 上の記事の冒頭で、12日に文教経済委

員協議会が開かれたことに触れました。 

 通常の委員会は、条例に基づく正式な

会議であり、議会に提出された議案など

を、少人数の議員で専門的・能率的に審

査します。 

 これに対して委員協議会は、市政に関

して自主的な調査・研究、協議や調整を

行うため、常任委員会の所管区分ごとに

構成されている事実上の会議で、メン

バーも各常任委員会と同じです。 

 この会議も公開で行われます。  
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